
1.　今，日本の人口が減っている

日本の生産年齢人口は，1997 年を境に減少が
続いています。2018 年 6 月時点では生産年齢人
口となる 15 歳から 64 歳の人口は 7,558 万人で，
前年に比べ 54 万人の減少となりました。日本の
生産年齢人口の推移は他の先進国と比べても減少
傾向が顕著であるというデータもある中で，団塊
の世代が 75 歳を迎える「2025 年問題」も迫って
きています。
生産年齢人口がこのまま減少すれば，今 3人で
している仕事も 2人で，いずれは 1人で行わなけ
ればならなくなる時代がやってきます。そのよう
な状況になって初めて生産性向上のための取り組
みを行うのでは遅いのです。私たちは，生産年齢
人口が年々減少し，今後も減少し続けるという現
状を認識し，早いうちに少人数でも仕事のできる
環境を作り始めなければならないと感じています。

2.　経済成長のために質を上げる

では，生産性を向上させるためにはどうすれば
いいのでしょうか。これまでの経済を支えてきた
豊富な労働力は，今後ますます減少していくと見
込まれています。労働力が減少する中，生産性を
上げるために，「小さなインプットでもできるだ

け大きなアウトプットを生み出す」という考え方
を浸透させることが必要である，と国土交通省の
生産性革命プロジェクトでうたわれています。今
まで量で対応していたことを質でカバーする。質
を上げることで生産性を向上させ，経済成長を高
めることが必要になってきています。
内閣府は，日本が目指すべき新しい社会の形と
して「Society 5.0」を提唱しました。Society 5.0
は，先端技術（IoT，ビッグデータ，人工知能
（AI），ロボット，シェアリングエコノミー等）をあ
らゆる産業や社会生活に取り入れ，「必要なモノ・
サービスを，必要な人に，必要な時に，必要なだ
け提供する」ことにより，経済発展と社会的課題
の解決を両立することができるとされています。
また，国土交通省においても，生産性向上のた
めの取り組みとして i-Construction を推進して
います。i-Construction の生産性向上のイメージ
も「これまでより少ない人数，少ない工事日数で
同じ工事量の実施を実現すること」であり，質を
上げることが重要であるとされています。

3.　‌�質を上げるために目的と手段を‌
間違えない

Society 5.0 の社会を実現する目的は，今後の日
本経済が成長し続けることであり，そのために一
人が担う仕事の質を上げ，生産性を高めていくこ
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とが必要です。では，仕事の質を上げるためには
どうすればいいのでしょうか。
仕事の質を上げる取り組みはさまざまですが，
取り組みを行う前にまず大切なことは「目的と手
段を間違えない」ことだと思います。
i-Construction の取り組みを例に考えてみまし
ょう（図－ 1）。i-Construction において目指すべ
き姿は「企業の経営環境の改善」，「魅力ある建設
現場の実現」や「建設現場の安全性の向上」です。
この目指すべき姿を実現させるためのアプローチ
の方法として，「ICTの全面的な活用」，「規格の
標準化」や「施工時期の標準化」といった取り組
みを推進しています。

「県が ICTを活用することを指定したため ICT
を活用した」と「今後の経営を考えて ICT を活
用した」とでは，ICT を活用するという事実は
同じかもしれませんが，その先にある結果が違っ
てきます。前者は目的が ICT の活用であるた
め，活用できたら目的が達成されるのに対し，後
者は ICT の活用は手段であり，目的達成は経営
改善だからです。
国が目指す姿においても，ICT を活用するこ

とが成果なのではなく，その結果生み出されるも
のが目指す姿に近づくことこそが真の成果なので
す。このように，目的と手段を履き違えることな
く，取り組むことが，質を上げるための前提条件
として必要なことなのだと思います。

目的と手段を間違えず，目的を見失わないこと
により，実現可能なアプローチ方法（道）は自然
と増えていきます。
東京から広島に行くという目的があるとき，移
動手段としては飛行機も新幹線もバスも車も考え
られます。自分の都合に合わせた手段を使って
も，目的地にたどり着けさえすればいいのです。
特に，地方公共団体の場合，新しい取り組みを
行いたいと思っても確保できる予算や人員は限ら
れています。自分たちのできる範囲から，できる
スピードから目的に向かって進めばいいのです。
進むという一歩が重要です。

4.　広島県の取り組み

広島県の生産性向上のための取り組みの一つ
に，工事中情報共有システムと保管管理システム
の連携があります。
広島県の電子納品は電子媒体での納品をさせて
おらず，工事中情報共有システムを介して保管管
理システムへ登録する方法を導入しています。
このデータ連携により，工事発注準備段階から
入札・契約段階，工事施工段階そして供用段階ま
での全ての業務プロセスにおいて，CD-R 等の物
理媒体を介さない情報の一元化が実現しました
（図－ 2）。
1996 年に建設 CALS 整備基本構想が策定さ
れ，受発注者の業務効率化，品質確保の推進の一
貫として，情報通信技術（ICT）を導入し，「受
発注者のコミュニケーション円滑化」，「関係帳票
の処理の迅速化」，「監督検査業務の効率化」等を
目的とした受発注者間の情報共有システムの活用
を国土交通省が方針として打ち出しました。
広島県においても，2013 年に情報共有システ
ムの本格導入を行いました。情報共有システムを
導入するにあたり，上記の目的に加え，「情報の
一元管理による作業の効率化」，「情報の原本性の
担保」のため，工事中情報共有システムと電子成
果品等の保管管理システムを同一のシステムとし
ました。そのため，広島県では受注者は複数ある

図－ 1　i︲Constructionの取り組み例
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情報共有システムサービスの選択を行わず，指定
のサービスを利用しています。
工事中情報共有システムの本格導入に伴い，シ
ステムの対象案件を電子納品を行う全ての案件と
することで，電子成果品を保管管理システムで一
元管理しています。2016 年までは保管管理シス
テムとの連携に加え，電子媒体での納品も義務付
け，二重管理を行っていましたが，2017 年の電
子納品要領の改定から，保管管理システムへの登
録のみとしています。
広島県の工事中情報共有システムの位置付け
は，情報の一元管理という大きな目的を達成する
ための手段というウェイトが大きく，その結果と
して「受発注者のコミュニケーション円滑化」，
「関係帳票の処理の迅速化」，「監督検査業務の効
率化」等の付加価値が与えられたと考えています
（図－ 3）。

5.　「あったらいいな」は仕事が増える

生産性向上のために，目的と手段を間違えない
ことに留意することの他に，何が本当に必要なも
のかを考えることも効果的です。「あったらいつ
か使うかも」，「あったら安心」でいつの間にか膨
れ上がってしまった無駄なものはありませんか。
例えば，もらう必要のない工事書類まで受注者
に提出を求めていませんか。その一枚を作成，提
出するにあたっての受注者のコストを考えたこと
はありますか。気づかぬうちに自らの「あったら
いいな」で自らが仕事を増やしているかもしれま
せん。
広島県では工事打ち合わせ簿，工事写真の適正
枚数の提出に努めてもらうため，図－ 4のような
資料を作成し業者向け説明会での呼びかけ，職員
への周知を図っています。
本当に必要なことだけを求めることでみんなの
作業量が減り，生産性が向上します。関係者全員
がWin-Win になる取り組みを行っていく必要が
あります。

保管管理システム工事中情報共有システム

図－ 2　広島県の CD︲R等の物理媒体を介さない情報の一元化

図－ 3　情報共有システムの取り組み例
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6.　未来への投資と考える

「今のやり方でも進められる」は数年後も通用
するでしょうか。めまぐるしいスピードで変化す
る社会の中で，自分たちが現状維持できたと思っ
ていても，社会に取り残されてしまっては，それ
は衰退と同じなのです。

今，日本の人口は減っています。
現在の社会システムの在り方を見直す時が迫っ
ているからこそ働き方改革，労働環境の改善が多
く叫ばれるようになったという認識を忘れてはい
けません。
今の取り組みや判断が明るい未来への投資にな
るために，私たちは目的に向かって一歩を踏み出
す必要があるのだと思います。

図－ 4　工事写真の適正枚数提出の周知用資料（http://hiroshima.neo-calsec.com/document.html）
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